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(57)【要約】
【課題】体腔内検査装置に接続した流体の給排手段を、
所定の操作手順に従って正確かつ確実に、しかも容易に
操作できるようにする。
【解決手段】流体制御装置３０を構成する切換制御弁３
１は、本体操作部３の流体接続部２７に着脱可能に接続
した接続管路３６と、給水管路３７を接続させた供給ポ
ート３７Ｐと、吸引管路３８を接続させた吸引ポート３
８Ｐとを有する弁ケーシング３４内にポート間の接続の
切り換えを行う弁部材３５を設け、弁部材３５に連結し
た弁操作部４１を順方向に９０度毎に回転操作すること
によって、連通遮断位置，超音波伝達媒体がバルーン９
内に供給される第１の接続位置、連通遮断位置、超音波
伝達媒体がバルーン９から排出される第２の接続位置、
連通遮断位置に順次切り換わる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体操作部に連結した挿入部に流体給排通路を設け、この流体給排通路を流路接続部とし
て前記本体操作部に開口させて設けた体腔内検査装置に、その流体接続部に着脱可能に接
続される体腔内検査装置の流体制御装置であって、
　前記流路接続部に装着されて、前記流体給排通路と接続される流体給排流路に通じる接
続ポートと、流体供給流路に通じる供給ポート及び吸引流路に通じる吸引ポートとを形成
した弁ケーシングと、
　前記弁ケーシング内に装着されて、軸回りに回転することにより前記各ポート間の流路
を切り換える弁部材とからなる切換制御弁と、
　前記弁部材に設けられ、手動により操作される弁操作部とを備え、
　前記弁操作部を一方向に向けて所定角度毎に位置決め回転させることにより、前記弁部
材は、前記接続ポートが供給ポート及び前記吸引ポートと遮断された連通遮断位置、前記
接続ポートと前記供給ポートとを接続させる第１の接続位置、前記各ポートの連通遮断位
置、前記接続ポートを前記吸引ポートに接続させる第２の接続位置の順またはこれと反対
の順に順次切り換わる
構成としたことを特徴とする体腔内検査装置の流体制御装置。
【請求項２】
前記弁操作部は９０度回転する毎に前記各位置に位置決めされる構成としたことを特徴と
する請求項１記載の体腔内検査装置の流体制御装置。
【請求項３】
前記体腔内検査装置は内視鏡光学観察手段を有し、この内視鏡光学観察手段の観察窓を洗
浄するために、洗浄水供給機構及び加圧エア供給機構を備えるものであり、前記供給ポー
トに接続した前記流体供給流路は、前記洗浄水供給機構または加圧エア供給機構に接続す
る構成としたことを特徴とする請求項１または請求項２記載の体腔内検査装置の流体制御
装置。
【請求項４】
前記体腔内検査装置は、さらに吸引手段を備えており、前記吸引ポートに通じる吸引流路
はこの吸引手段に接続する構成としたことを特徴とする請求項３記載の体腔内検査装置の
流体制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡や超音波検査装置等、体腔内への挿入部を有する体腔内検査装置にお
いて、その本体操作部に設けた流路への流体の給排操作を予め設定した順序で作動するよ
うに制御される流体制御装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　体腔内検査装置の一例として超音波内視鏡がある。超音波内視鏡は、体腔内に挿入され
る挿入部と、この挿入部の基端部に連結されて、術者が把持して操作する本体操作部と、
この本体操作部から延在され、光源装置や、プロセッサ及び超音波観測装置に着脱可能に
接続されるユニバーサルコードとから大略構成される。挿入部の先端には超音波トランス
デューサと内視鏡光学観察手段とが装着される。超音波検査を行う際には、挿入部の先端
における超音波トランスデューサを装着した部位を検査の対象となる体内壁に対向させる
ように配置して、超音波トランスデューサから体内に向けて超音波パルスを送信し、体内
組織の断層部からの反射エコーを受信する。そして、所定の方向に向けて機械的に若しく
は電子的に走査することによって、所定の範囲にわたって超音波断層像に関するデータが
取得される。
【０００３】
　超音波信号の送受信経路に空気が介在していると、著しくその信号は減衰することにな
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る。そこで、挿入部において、超音波トランスデューサが装着されている部位にバルーン
を被着させる構成とする。常時においては、このバルーンを収縮させて、挿入部の外周面
に密着させておく。超音波検査を行う際には、バルーン内に超音波伝達媒体を供給するこ
とによってバルーンにおける可撓膜の部位を膨出させ、このようにして膨出したバルーン
を体腔内壁に当接させる。これによって、超音波の送受信経路に空気が介在することがな
くなり、もって超音波信号の減衰を抑制することができる。また、超音波検査が終了した
後には、バルーン内から超音波伝達媒体を排出して収縮させ、再び挿入部の外周面に密着
させる。その結果、挿入部の先端部分の外径が太くならず、挿入部を移動させたり、体外
に引き出したりする操作に支障を来たさない。
【０００４】
　このために、超音波内視鏡にはバルーン内への超音波伝達媒体の給排制御を行う機構が
設けられている。この超音波伝達媒体の給排のために、超音波伝達媒体の供給源及び負圧
発生源が設けられる。ここで、超音波内視鏡には、内視鏡光学観察手段を構成する観察窓
を洗浄するための洗浄手段を備えている。観察窓の洗浄は洗浄水により行われ、超音波伝
達媒体も水が用いられる。従って、専用の超音波伝達媒体の供給源を設けることもできる
が、観察窓の洗浄手段を構成する送水機構を、超音波伝達媒体の供給源と共用することが
できる。また、体内汚物を吸引するための吸引手段を備えているので、超音波伝達媒体の
排出機構を独自のものとして構成する、またはこの吸引手段と共用することができる。
【０００５】
　例えば特許文献１に、内視鏡光学観察手段における観察窓の洗浄水を供給する送水機構
において、送水源側の流路を、観察窓への送水経路と、バルーン内への超音波伝達媒体の
供給経路とに切り換え接続する切換えコックを設け、またバルーン内からの排出経路と挿
入部の先端に開口する吸引口からの経路とを切換えコックを介して吸引源側の経路に切り
換え接続する構成としたものが開示されている。これら２つの切換えコックは本体操作部
に設けられており、いずれかの切換えコックを操作することにより、バルーン内に超音波
伝達媒体を供給し、また他の切換えコックを操作することによりバルーン内から超音波伝
達媒体を排出する制御が行われる。
【特許文献１】特開昭６２－２７５４４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、バルーン内への超音波伝達媒体の給排制御は、通常、以下に示すような手順
となる。まず、バルーン内に超音波伝達媒体の供給も排出も行わない遮断状態に保持され
る。超音波検査を開始する前になると、一方の切換えコックを操作して超音波伝達媒体の
供給状態に切り換える。所定量の超音波伝達媒体が供給されてバルーンが所定の大きさに
なるまで膨出したときに、切換えコックを遮断状態とする。この状態で超音波トランスデ
ューサを作動させることによって、超音波検査が行われる。超音波検査が終了すると、他
方の切換えコックを操作して超音波伝達媒体を排出する状態に切り換えて、超音波伝達媒
体を排出することによって、バルーンを収縮させる。バルーンが挿入部の外面に当接する
まで収縮すると、この切換えコックを遮断状態にする。
【０００７】
　以上の操作を行う際には、挿入部は体内に挿入されている。このときには、術者等の操
作者は、主に内視鏡の操作に注意を集中するのが一般的であり、内視鏡画像を注視しなが
ら前述した超音波伝達媒体の給排制御を行うことになる。内視鏡の操作は本体操作部を把
持して行われるが、２個設けた切換えコックは本体操作部を把持する手の指では操作でき
ない位置関係に配置されている。従って、切換えコックの操作は他方の手で行うことにな
る。そして、超音波伝達媒体の給排操作は手探り状態となることから、２個の切換えコッ
クのうちのいずれを操作しているか等の点で誤認を生じることがあり、またその操作方向
及び操作角度も正確に把握できない場合がある等、操作性が悪いという問題点がある。
【０００８】
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　また、挿入部を被検者の体腔内に挿入する前の段階において、超音波トランスデューサ
の装着部にバルーンを取り付けるが、取り付けられたバルーンの内部から空気を排出して
超音波伝達媒体と完全に置換する操作が行われる。この操作は挿入部の先端を下方に向け
た状態で、バルーン内に超音波伝達媒体を供給して、バルーン内の空気を上方に集めて、
バルーンの内部から吸引することによって、超音波伝達媒体と共にバルーン内に残存する
空気を排出する。この操作手順は超音波検査を行う際の手順と同様であり、バルーン内の
状況を確認しながら操作することから、前述したと同様の問題点を生じる。
【０００９】
　以上のように、超音波内視鏡における超音波伝達媒体のバルーン内への給排制御だけで
なく、内視鏡光学観察手段を備えていない体腔内挿入型の超音波検査装置にあっては、観
察窓の洗浄手段や吸引手段が設けられていないことから、バルーンへの超音波伝達媒体の
給排を、これら観察窓の洗浄及び吸引手段と共用できない。勿論、この場合の超音波伝達
媒体の給排手順は前述したものと同様である。さらに、例えばオーバーチューブに挿通さ
れる内視鏡であって、オーバーチューブの先端や内視鏡の挿入部の先端にバルーンを装着
した、所謂バルーン式の内視鏡が実用化されており、この場合、バルーン内には水を給排
しても良いが、主に空気を給排することになる。このバルーン内への空気の給排も、前述
したと同様の手順で行われることになる。従って、これらについて、流体の給排操作の操
作性を改善する必要性は高いものである。
【００１０】
　本発明は以上の点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、体腔内検
査装置に接続した流体の給排手段を、所定の操作手順に従って正確かつ確実に、しかも容
易に操作できるようにした体腔内検査装置の流体制御装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前述した目的を達成するために、本発明は、本体操作部に連結した挿入部に流体給排通
路を設け、この流体給排通路を流路接続部として前記本体操作部に開口させて設けた体腔
内検査装置に、その流体接続部に着脱可能に接続される体腔内検査装置の流体制御装置で
あって、前記流路接続部に装着されて、前記流体給排通路と接続される流体給排流路に通
じる接続ポートと、流体供給流路に通じる供給ポート及び吸引流路に通じる吸引ポートと
を形成した弁ケーシングと、前記弁ケーシング内に装着されて、軸回りに回転することに
より前記各ポート間の流路を切り換える弁部材とからなる切換制御弁と、前記弁部材に設
けられ、手動により操作される弁操作部とを備え、前記弁操作部を一方向に向けて所定角
度毎に位置決め回転させることにより、前記弁部材は、前記接続ポートが供給ポート及び
前記吸引ポートと遮断された連通遮断位置、前記接続ポートと前記供給ポートとを接続さ
せる第１の接続位置、前記各ポートの連通遮断位置、前記接続ポートを前記吸引ポートに
接続させる第２の接続位置の順またはこれと反対の順に順次切り換わる構成としたことを
その特徴とするものである。
【００１２】
　本発明の流体制御装置が適用される体腔内検査装置は、被検者の体腔内への挿入部を有
するものである限り、内視鏡，体腔内挿入型超音波検査装置，超音波内視鏡等を含むもの
であり、これらの検査装置及びその付属品として体腔内に挿入されるもの、例えばオーバ
ーチューブ等も対象とする。挿入部に設けた流体給排通路は、挿入部の先端部に装着した
バルーン内に流体の給排を行うものが代表的なものであるが、これに限定されるものでは
ない。また、流体給排通路に供給される流体は水を含む液体か、空気を含む気体かのいず
れである。
【００１３】
　流体制御装置は少なくとも弁ケーシングと弁部材とから構成した切換制御弁と、この切
換制御弁及び本体操作部，流体供給源及び吸引源に接続した配管部とから構成される。配
管部を構成する接続通路は本体操作部に設けた流路接続部により流体給排通路に着脱可能
に接続される。なお、流体制御装置が接続されないときには、栓部材で閉塞させる。
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【００１４】
　配管部は、吸引管路と流体供給管路とを有する。吸引管路は独自の吸引源を接続するこ
ともできるが、内視鏡に一般に設けられる吸引経路と共通のものとして構成できる。流体
供給管路は、液体または気体を供給するものである。内視鏡には観察窓の洗浄手段が設け
られており、この洗浄手段は洗浄水の供給機構と加圧エアの供給機構とから構成される。
従って、これら洗浄水または加圧エアの供給機構のいずれかを流体供給通路と共用するこ
とができ、また独自の供給経路を構成しても良い。
【００１５】
　弁部材の作動により、接続ポートが、吸引ポート及び供給ポートから遮断された連通遮
断位置、接続ポートと供給ポートとを接続させる第１の接続位置、連通遮断位置、接続ポ
ートを吸引ポートに接続させる第２の接続位置とに切り換わるものである。弁操作部の操
作によって、弁部材は弁ケーシング内で所定角度毎に位置決め回転するが、弁部材は４つ
の位置を有するものであるから、これらの位置毎に位置決め回転するようにクリック感が
生じるように構成するのが望ましい。従って、弁操作部を９０度回転させる毎にクリック
感が生じるようにすることができ、その回転方向は一方向となし、これを順方向として、
この順方向の回転と逆方向の回転とで回転に対する抵抗に差を持たせるようにすることが
できる。
【００１６】
　弁操作部の回転方向によって、連通遮断位置、第１の接続位置、連通遮断位置及び第２
の接続位置の順に切り換わるようにしたが、第１の接続位置と第２の接続位置を入れ替え
る構成とすることもできる。
【発明の効果】
【００１７】
　弁操作部を所定の方向に回転させることによって、例えば体腔内検査装置に設けた流体
給排通路を、遮断状態から流体供給状態、流体供給状態から遮断状態、遮断状態から流体
排出状態、流体排出状態から遮断状態にというように、順次確実に切り換えることができ
、目視により弁操作部等の位置を確認しなくても、弁部材がどの位置となっているのかを
正確に把握できるようになり、誤操作等のおそれはない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。まず、図１に体腔内検査
装置に設けられる流体給排機構の一例として、超音波内視鏡の流体給排機構の概略構成を
示す。そして、この超音波内視鏡における挿入部に装着したバルーンに給排される流体は
超音波伝達媒体とする。
【００１９】
　図中において、１は超音波内視鏡である。超音波内視鏡１は、挿入部２と、本体操作部
３と、ユニバーサルコード４とから大略構成されるものであって、挿入部２の先端部分に
は、周知のように、内視鏡光学観察手段と超音波観測手段とが設けられている。そして、
ユニバーサルコード４の端部には、光源装置６に着脱可能に接続される光源コネクタ５が
設けられ、また電子内視鏡にあってはプロセッサへの接続用のコネクタ、さらに超音波観
測装置への接続用コネクタが設けられる。
【００２０】
　内視鏡光学観察手段は、照明窓（図示せず）及び観察窓７を有し、体腔内に照明光を照
射した状態で、観察窓７を介して体腔内の映像を取得する。このために、観察窓７には対
物レンズと固体撮像素子とを含むカメラユニットが装着されている。また、超音波観測手
段は超音波トランスデューサ８から構成される。図示したものにあっては、内視鏡光学観
察手段は挿入部２の先端面位置に設けられ、超音波観測手段を構成する超音波トランスデ
ューサ８は挿入部２の先端側面に設けられている。そして、挿入部２における超音波トラ
ンスデューサ８を設けた部位には、この超音波トランスデューサ８を覆うバルーン９が着
脱可能に装着されている。なお、これら内視鏡光学観察手段及び超音波観測手段の構成及
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び配置は、図１に示したものに限定されない。
【００２１】
　挿入部２を体腔内に挿入して検査を行っている際に、観察窓７が体液等で汚損されたと
きには、洗浄して汚損物を洗い流す。このために、超音波内視鏡１には観察窓洗浄手段を
備えている。また、体内に存在する汚物を吸引除去するために、吸引手段も備えている。
バルーン９は、超音波トランスデューサ８を作動させて、体内の組織状態に関する情報を
取得する際に、送受信される超音波信号の減衰を抑制するためのものである。超音波検査
を行う際には、バルーン９内に超音波伝達媒体を供給して、バルーン９を膨出させて、検
査の対象となる体腔内壁に密着させる。一方、超音波検査を行わないとき、つまり検査の
前及び検査後は、バルーン９内の超音波伝達媒体を排出して収縮させることにより、バル
ーン９を挿入部２の表面に密着させて、挿入部２の動きや位置調整等に支障を来たさない
ようにする。このために、超音波内視鏡１には、超音波伝達媒体の給排手段が設けられて
いる。
【００２２】
　まず、観察窓洗浄手段の構成としては、観察窓５に洗浄水と加圧エアとを噴射させるも
のである。このために、挿入部２には洗浄流体流路１０が設けられており、この洗浄流体
流路１０の先端部は、挿入部２の先端面において、観察窓５に向けた噴射ノズル１０ａと
なっている。一方、洗浄流体流路１０は、挿入部２の途中位置で加圧エア供給路１１と洗
浄水供給路１２とに分岐して、本体操作部３内に延在されている。本体操作部３には送気
送水バルブ１３が設けられており、加圧エア供給路１１及び洗浄水供給路１２はこの送気
送水バルブ１３に接続されている。
【００２３】
　また、送気送水バルブ１３には送気流路１４及び送水流路１５が接続されており、これ
ら送気流路１４及び送水流路１５は本体操作部３からユニバーサルコード４内に延在され
ている。ユニバーサルコード４の端部に設けた光源コネクタ５には複数の流路が接続され
るが、そのうちの２つの流路は前述した送気流路１４及び送水流路１５であり、また光源
装置６に内蔵しているエアポンプ１６からの加圧エア配管１７も接続される。そして、光
源コネクタ５にはタンク接続配管１８が着脱可能に接続される。このタンク接続配管１８
は送水タンク１９に接続されており、送水タンク１９の液面下まで延在させた送水管部２
０と送水タンク１９の液面上に開口するタンク加圧管部２１とが内蔵されている。また、
タンク加圧管部２１は２つの流路に分岐している。
【００２４】
　流体接続コネクタ１８ａを光源コネクタ５に接続すると、送水管部２０は送水流路１５
と接続され、タンク加圧管部２１はエアポンプ１６からの加圧エア配管１７と送気流路１
４とに接続される。これによって、加圧エア供給源としてのエアポンプ１６からの加圧エ
アが、送気流路１４に供給され、またこの加圧エアにより送水タンク１９の液面が加圧さ
れて、送水流路１５に向けて洗浄水が圧送されることになる。
【００２５】
　送気送水バルブ１３は、常時には、送気流路１４及び送水流路１５を遮断した非作動位
置となっており、その切換操作によって、送気流路１４と加圧エア供給路１１とが接続さ
れ、送水流路１５と洗浄液供給路１２とが遮断されて、加圧エア供給路１１に加圧エアを
供給する送気位置と、送気流路１４と加圧エア供給路１１との連通が遮断されて、送水流
路１５から洗浄水供給路１２に洗浄水を供給する送水位置とに切り換わる。この切り換え
は本体操作部３を把持する手の指で行うことができる。
【００２６】
　挿入部２の先端部の周囲から体液等、内視鏡光学観察手段による観察に妨げになるもの
を吸引除去するために吸引手段を備えている。吸引手段を構成する吸引経路としては、超
音波内視鏡１に設けた処置具挿通チャンネル２２が利用される。処置具挿通チャンネル２
２における本体操作部３内の位置で分岐部を設けて、吸引路２３を処置具挿通チャンネル
２２から分岐させて、ユニバーサルコード４の光源コネクタ５にまで延在されている。こ
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の光源コネクタ５には、先端に吸引コネクタ２４ａを設けた吸引源側配管２４が着脱可能
に連結されている。そして、吸引源側配管２４は図示しない吸引源と連通している。また
、本体操作部３には、送気送水バルブ１３と並べて吸引バルブ２５が設けられており、吸
引路２３は、その途中位置でこの吸引バルブ２５に接続されており、この吸引バルブ２５
により吸引源側は一次吸引路となり、処置具挿通チャンネル２２への連結側が二次吸引路
となっている。
【００２７】
　吸引バルブ２５には、吸引路２３を構成する吸引源側の一次吸引路と処置具挿通チャン
ネル２２に連通する二次吸引路とが接続されている。常時においては、一次吸引路と二次
吸引路との連通が遮断されている。そして、吸引バルブ２５を手指で押し込むように操作
すると、一次吸引路と二次吸引路とが連通するようになって、処置具挿通チャンネル２２
に負圧吸引力を作用させて、体内から汚物等の吸引がなされることになる。
【００２８】
　次に、超音波内視鏡１に設けた超音波伝達媒体の給排手段について説明する。超音波伝
達媒体の給排手段は、挿入部２から本体操作部３に及ぶ流体給排路２６を有するものであ
る。この流体給排路２６の一端は、挿入部２の先端部分におけるバルーン９の内部におい
て、超音波トランスデューサ８の装着位置より基端側の位置に開口している。また、流体
給排路２６の他端は、挿入部２から本体操作部３に延在されて、この本体操作部３の基端
面、つまり挿入部２の延在方向とは反対側の端面に流路接続部２７として開口している。
従って、流体給排路２６は、超音波内視鏡１の内部では、ほぼ一直線状となった通路とな
っている。この流路接続部２７には、流体制御装置３０が着脱可能に接続されるようにな
っている。なお、この流体制御装置３０が接続されないときには、図示しない栓部材が装
着される。
【００２９】
　流体制御装置３０は切換制御弁３１と配管部３２とから構成されている。切換制御弁３
１は、図２及び図３に示したように、本体筐体３３内に弁ケーシング３４を設け、この弁
ケーシング３４の内部に弁部材３５を装着したものから構成される。弁ケーシング３４に
は図４に示したように、３つのポート３６Ｐ～３８Ｐが設けられている。３６Ｐは接続ポ
ート、３７Ｐは供給ポート、３８Ｐは吸引ポートである。接続ポート３６Ｐには、本体操
作部３に設けた流体接続部２７に着脱可能に接続される接続流路としての接続管路３６が
接続されている。また、供給ポート３７Ｐには流体供給流路としての給水管路３７が、さ
らに吸引ポート３８Ｐには吸引流路としての吸引管路３８が接続されている。これら給水
管路３７と吸引管路３８とはマルチルーメンチューブ３９と共に配管部３２を構成するも
のである。マルチルーメンチューブ３９は、内部に２つの通路を形成したものであり、こ
の２つの通路のうち、一方は給水管路３７が接続されているバルーン膨出用通路３９ａで
あり、他方は吸引管路３８が接続されているバルーン収縮用通路３９ｂである。そして、
マルチルーメンチューブ３９の他端は分岐しており、バルーン収縮用通路３９ｂは吸引源
側配管２４に接続され、また他方の通路であるバルーン膨出用通路３９ａはマルチルーメ
ンチューブ３９から分岐して、送水管部２０に着脱可能に接続される。
【００３０】
　弁ケーシング３４内に設けた弁部材３５は、接続ポート３６Ｐと、供給ポート３７Ｐと
、吸引ポート３８Ｐとの接続の切り換えを行うもので、弁ケーシング３４内で回転可能と
なっている。弁部材３５には、図４から明らかなように、中心位置で合流、外周面に開口
する４つの切換流路４０ａ～４０ｄが設けられている。また、弁部材３５の一端は弁ケー
シング３４から外部に導出されており、この弁ケーシング３４からの導出部に弁操作部４
１が連結して設けられている。弁操作部４１は手動操作によって、流路の切り換えを行う
ためのものである。
【００３１】
　弁部材３５が図４（ａ）に示した位置にあると、接続ポート３６Ｐ，供給ポート３７Ｐ
及び吸引ポート３８Ｐは、弁部材３５のいずれの切換流路４０ａ～４０ｄとも接続されな
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い。従って、弁部材３５のこの位置が接続管路３６は、給水管路３７からも、また吸引管
路３８からも遮断された連通遮断位置である。勿論、給水管路３７と吸引管路３８との間
が連通することもない。
【００３２】
　図４（ａ）の位置から弁操作部４１を同図の時計回りに（この方向を順方向とする）９
０度回転させると、弁部材３５は図４（ｂ）に示した位置、つまり第１の接続位置に変位
する。これによって、切換流路４０ａが接続管路３６を接続した接続ポート３６Ｐと連通
し、また給水管路３７が接続されている供給ポート３７Ｐは切換流路４０ｂと連通するこ
とになり、その結果、給水管路３７と接続管路３６とは、切換流路４０ａ，４０ｂを介し
て連通する。また、このときには吸引ポート３８Ｐはいずれの切換流路とも連通しない。
従って、送水タンク１９からの水が超音波伝達媒体として、送水管路２０，給水管路３７
を順次介して流体制御装置３０を通って流体給排路２６に供給されて、バルーン９内に流
入することになる。
【００３３】
　そして、弁操作部４１をさらに順方向に９０度回転させると、弁部材３５は図４（ｃ）
に示した位置となる。このときには、接続ポート３６Ｐは弁部材３５の切換流路４０ｃと
連通することになるが、供給ポート３７Ｐと吸引ポート３８Ｐとはいずれの切換流路に接
続されない。その結果、接続管路３６は給水管路３７及び吸引管路３８と連通しない連通
遮断位置となる。
【００３４】
　弁操作部４１をさらに順方向に９０度回転させると、図４（ｄ）に示したように、弁部
材３５の切換流路４０ｂ，４０ｄを介して接続ポート３６Ｐと吸引ポート３８Ｐとを連通
させ、かつ供給ポート３７Ｐは遮断された位置に切り換わることになり、これが第２の接
続位置である。これによって、吸引源側配管２４に作用している負圧が、吸引管路３８，
流体制御装置３０を介して、バルーン９内に開口している流体給排路２６に作用する。そ
の結果、バルーン９内に充填されている超音波伝達媒体がこの負圧吸引力により排出され
る。そして、弁操作部４１を順方向に９０度回転させると、図４（ａ）の連通遮断位置と
なる。
【００３５】
　本実施の形態においては、弁操作部４１を順方向に操作することによって、連通遮断位
置，超音波伝達媒体がバルーン９内に供給される第１の接続位置、連通遮断位置、超音波
伝達媒体がバルーン９から排出される第２の接続位置、連通遮断位置に切り換わることに
なる。そして、図３から明らかなように、弁操作部４１の本体筐体３３と対面する側に球
形突起４２を形成しておき、また本体筐体３３側には、その回転方向において、９０度毎
に凹部４３を形成する構成としている。これによって、前述した各位置に弁部材３５を位
置決め保持すると共に、弁操作部４１の操作により弁部材３５が各位置に切り換わったこ
とを、クリック操作感触として、この超音波内視鏡１を操作する操作者に認識させること
ができる。しかも、前述した各位置で球形突起４２が凹部４３に係合するので、これらの
各位置において、安定的に保持されて、みだりに位置ずれすることはない。
【００３６】
　なお、弁操作部４１が順方向に回転する際には抵抗がある程度は小さく、逆方向に回転
しようとすると、それに対する抵抗が大きくなるように、操作方向により抵抗に差を与え
るのが望ましい。このためには、例えば、凹部４３からの立ち上がりを、順方向に向けて
は緩やかで、逆方向に向けては急峻なものとすれば良い。
【００３７】
　本実施の形態は以上のように構成されるものであって、以下においては、超音波伝達媒
体の給排に限定して、その作動を説明する。そして、超音波内視鏡としての作動について
は、従来から周知であるので、その説明は省略する。
【００３８】
　超音波検査を行う際には、挿入部２を被検者の体内に挿入する前の段階で、流体制御装
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置３０における切換制御弁３１からの接続管路３６を本体操作部３に設けた流路接続部２
７に接続し、かつ配管部３２を構成するマルチルーメンチューブ３９を給水管路３７及び
吸引管路３８に接続しておき、またこのマルチルーメンチューブ３９のバルーン収縮用通
路３９ｂの他端を吸引源側配管２４に接続し、バルーン膨出用通路３９ａの他端を送水管
部２０に接続する。
【００３９】
　この状態で、挿入部２の先端部にバルーン９を装着して、このバルーン９の内部から空
気を排出して、超音波伝達媒体に完全に置換させる。この置換操作は、挿入部２の先端部
を下方に向けて行う。そして、弁操作部４１を順方向に９０度回転操作して、連通遮断位
置にある弁部材３５を第１の接続位置に切り換える。これによって、収縮状態となってい
るバルーン９内に超音波伝達媒体が供給される。この操作により、バルーン９内に存在す
る空気はバルーン９の上方、つまり基端側に集められる。この状態から、弁操作部４１を
９０度回転させると、弁部材３５は連通遮断位置となる。そこで、バルーン９内の空気を
その基端側の位置に完全に集めるように操作する。その後において、弁操作部４１をさら
に９０度回転させると、連通遮断位置から第２の接続位置に切り換わる。これによって、
バルーン９内に送り込んだ超音波伝達媒体は流体給排路２６を介して排出される。流体給
排路２６はバルーン９内の基端側の位置に開口しているので、バルーン９内からまず空気
が排出され、その後に超音波伝達媒体が排出される。そして、バルーン９が挿入部２の外
表面に密着する状態になると、弁操作部４１を９０度回転させて、弁部材３５を連通遮断
位置に切り換える。
【００４０】
　このように、弁操作部４１を一方向に９０度毎に位置決め回転する操作を行うことによ
って、弁部材３５は連通遮断位置，第１の接続位置、連通遮断位置、第２の接続位置、連
通遮断位置の順に切り換わり、その操作時に弁操作部４１の操作位置を目視しなくても、
確実に切り換えることができる。そして、前述した各位置に切り換わったときには、弁操
作部４１側の球形突起４２が本体筐体３３に形成した凹部４３に係合することにより、ク
リック感が生じることになるので、操作者は感触により弁部材３５が切り換わったことを
認識できる。従って、操作者は、挿入部２の先端を注視しながら、バルーン９内の空気置
換のための操作を確実に行うことができ、そのときに誤操作等が生じる余地はない。そし
て、この１回の操作で空気が完全に排出できなかった場合には、繰り返し同様の操作を行
うが、このときには、弁操作部４１の順方向への回転をさらに継続するだけで良い。
【００４１】
　次に、挿入部２を被検者の体腔内に挿入して、超音波検査を行う際には、バルーン９内
に超音波伝達媒体を供給し、このバルーン９を膨出させる。そして、体腔内壁にバルーン
９を当接させることによって、超音波トランスデューサ８から体内に至る超音波の送受信
経路に空気が介在しないようにする。
【００４２】
　このために、本体操作部３に接続管部３６により連結した状態となっている切換制御弁
３１に設けた弁操作部４１を操作して、バルーン９内に超音波伝達媒体を供給する。弁操
作部４１により切換操作される弁部材３５は、常時には、図４（ａ）の連通遮断位置とな
っている。そこで、弁操作部４１を順方向に９０度回転させて、図４（ｂ）の第１の接続
位置に切り換える。これによって、バルーン９内に超音波伝達媒体が供給されて、バルー
ン９が膨出する。そして、バルーン９が所定量膨出したときに、弁操作部４１を順方向に
向けて９０度回転させて、図４（ｃ）に示した連通遮断位置に切り換える。これによって
、バルーン９は膨出した状態に保持される。この状態で、超音波検査が行われる。
【００４３】
　超音波検査が終了すると、バルーン９を収縮させなければ、挿入部２を動かしたり、体
腔内から抜き出したりする操作に支障を来たすことになる。そこで、弁操作部４１を図４
（ｃ）の状態からさらに順方向に９０度回転させる。その結果、弁部材３５は第２の接続
位置に切り換わって、バルーン９内の超音波伝達媒体が排出されて収縮する。そして、バ
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ルーン９が挿入部２の表面に密着すると、弁操作部４１を図４（ａ）の連通遮断位置に切
り換える。
【００４４】
　以上のように、バルーン９への超音波伝達媒体の供給及び排出の各操作を、弁操作部４
１の位置を格別確認することなく、手探り状態で、クリック感を手懸りにすることによっ
て、正確かつ確実に操作でき、誤操作が生じるおそれはない。しかも、第１，第２の接続
位置間に連通遮断位置が設けられているので、操作の確実性及び安定性が図られる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の実施の一形態を示す超音波内視鏡の流体給排機構の構成説明図である。
【図２】図１の流体給排機構において、流体制御装置の要部構成を示す外観図である。
【図３】流体制御装置における制御弁部の構成を示す断面図である。
【図４】本発明の制御弁部の流路の切換状態を示す説明図である。
【符号の説明】
【００４６】
１　超音波内視鏡　　　　　　　　　２　挿入部
３　本体操作部　　　　　　　　　　９　バルーン
１６　エアポンプ　　　　　　　　　１９　送水タンク
２４　吸引源側配管　　　　　　　　２６　流体給排路
２７　流路接続部　　　　　　　　　３０　流体制御装置
３１　切換制御弁　　　　　　　　　３２　配管部
３４　弁ケーシング　　　　　　　　３５　弁部材
３６　接続管路　　　　　　　　　　３６Ｐ　接続ポート
３７　給水管路　　　　　　　　　　３７Ｐ　供給ポート
３８　吸引管路　　　　　　　　　　３８Ｐ　吸引ポート
３９　マルチルーメンチューブ　　　４０ａ～４０ｄ　切換流路
４１　弁操作部　　　　　　　　　　４２　球形突起
４３　凹部
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